
グリーン・デスティネーションズの参加、2022年に「TOP100 2022」に選定
TOP100 2022

小国町において持続可能な観光を取組んで行く組織として町内観光関係団体で

構成する協議会の設立

持続可能な観光

一歩ずつ着実に！ 
小国町の持続可能な観光における主な成果

地域の魅力を未来へつなぐ
日本「持続可能な観光」地域協議会における


成果と課題



グリーンディステネーションズトップ100選に

選定 (2022年)

「気候非常事態」を宣言 (2020年3月)

「SDGs未来都市」に選定 (2018年6月)

「環境モデル都市」に選定 (2014年3月)

持続可能性の取り組みに関する受賞歴など

・⽳井 喜織

サステナビリティ・コーディネーター
ASOおぐに観光協会

観光地の管理組織

小国町は、「特色ある地域資源（地熱と森林）を活かした循環型の社会と産業を創出し、将来にわたって持続可能な
町」を目指し取り組んでいます。

小国町の組織や体制、受賞歴など

各団体を通じて会員事業所への調
査を実施。

POINT 01

⼩国町のＧＳＴＣ-Ｄのサステナビ

リティ⾃⼰分析。

POINT 02

町内での取り組みを推進していく

ために協議会の下部組織としてサ

ステナビリティチームを組織。

POINT 03

小国町の今後の取り組み

⼩国町は以前からＳＤＧｓに取組んできたため、既に観

光に関係する取り組みは個別事業として進んでい


る。協議会が設⽴したものの、各団体の会員事業所やス
テークホルダーまでは取り組みの考え⽅は⾏き届い


ていない。

小国町の今の課題

持続可能な観光地域を目指す小国町の課題


